
台風16号による高潮被害
（孤立した家屋から女性をゴムボートで
救出する消防隊員）

詰田川は、その源を高松市六条町に発し、宮川、御坊川などの支川と合流し
ながら高松市朝日町にて瀬戸内海に注いでいます。
流域は高松市のほぼ中央に位置し、流域面積は約３４．８km²です。

詰田川水系の治水事業は、昭和３６年から始まり、支川の御坊川、宮川、そし
て本川詰田川と改修を進めているところです。その間に流域の市街化が大幅に
進み、詰田川水系の治水事業の重要度はますます増大しています。

平成１６年は台風が数多く上陸し、全国で多くの災
害が発生しましたが、詰田川水系でも台風１６号の接
近による高潮により大きな浸水被害を受けました。
８月３０日夜、潮位はＴＰ＋２．４６ｍまで上昇し、こ

れまでの最高潮位であった昭和３６年第二室戸台風
接近時の潮位を、４３年ぶりに５０ｃｍ以上も更新しま
した。
台風１６号接近時、詰田川と御坊川では堤防の低

いところから水があふれ、詰田川と御坊川の周辺で
の浸水家屋は７,６８３戸を数え、高松市全体では海
岸部を含め１５,５６１戸もの被害を記録しました。

さらに、その数日後に来襲した台風１８号による高
潮でも、御坊川で浸水被害が発生しました。

詰田川・御坊川位置図

台風16号による高潮被害
（高松市福岡町 高松市総合体育館前）

このような高潮被害を全県に受けた香川県では、「津波･高潮対策整備推進アクションプログラム」を策定して、ハード、
ソフト両面から対策を行うこととし、このうちハード面では、緊急性の高いところから順次、整備に着手することとしました。
詰田川と御坊川は、このアクションプログラムにおいて緊急に対策が必要なⅠ期施工区域に位置づけられ、平成１７年
度から護岸の嵩上げに取り組んでいます。
嵩上げの高さは、既往最高潮位ＴＰ＋２．４６ｍに波の高さを考慮して、本川詰田川でＴＰ＋３．０ｍに、支川御坊川で

ＴＰ＋２．７ｍに設定しています。
現在、今年秋の完成に向け工事を進めており、防護設備の着実な整備と、堤防背後地の排水施設の整備との相乗効

果で、高潮による浸水家屋ゼロを目指してまいります。
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■「効果の見える治水事業」

香川県 詰田川（高松市）の治水事業

『詰田川広域基幹河川改修事業』

香川県高松土木事務所長 細谷 芳照

談 話 室

「新しいまちづくりを目指して」

高松市長 大西 秀人

庵治港から見た屋島

高松市は、四国の北東部、香川県のほぼ中央に位置する県庁所在都市で、北は国立公園の瀬戸内海に面し、

南は緩やかな勾配をたどりながら、讃岐山脈に連なっています。宇高連絡船の就航を契機とし、四国の玄関口

として、また、中核管理都市として発展してきた本市は、平成 11 年 4月に中核市に移行し、更に、平成 17 年 9

月 26 日に塩江町と、平成 18 年 1月 10 日には牟礼町・庵治町・香川町・香南町・国分寺町の近隣 5町と合併し、

総面積 375.09km2、人口約 42 万人を擁する「新生・高松市」として、新たな歩みを始めました。このような中、

本市では、平成 20 年度から、第 5次高松市総合計画「新生たかまつ 人・まち 輝き ビジョン」に基づくま

ちづくりを推進しており、今後、中核市としての権能を最大限発揮しながら、来るべき道州制における州都機

能の確保も視野に入れ、市民との協働による地域に立脚した都市の再生に取組むこととしています。 

平成 16 年の台風では、潮位の高い夏季と満潮時刻に近かったことが重なり被害が甚大なものとなり、市街地

域では冠水により通行止めになる道路が相次ぎました。消防車も冠水地域に乗り入れることができず、結果的

に救助が遅れることとなりました。こうした貴重な体験をもとに、高松市では、各種災害の発生により被害が

想定される場所を事前に知り、災害に備えていただくことを目的として本年４月に防災マップを作成しました。

この防災マップは台風・大雨・津波など、災害によって被害が想定される箇所や避難所の位置などを地図に示

したもので東南海・南海地震などの地震が発生した場合にも十分活用できるものだと考えています。また、浸

水対策事業として、福岡ポンプ場の揚水量の増強と中部バイパス幹線工事に取り組むほか、河川港湾事業では、

平成 16 年と同規模の台風を想定した護岸改修工事を行っています。 

平成 16 年の台風は、高松市民に心身ともに大きな傷跡を残していきました。そのため、住民の防災意識の高

まりも感じられるようになり、自助の面で大きく成長しています。地域コミュニティのつながりが救出作業・

被災者への支援・災害後の復旧へのスムーズな対処を生むこともよく知られています。私ども基礎自治体は、

日ごろから住民と接して、その地域的自助を補うような形で共助・公助といった支援を行うべきであると考え

ています。もとより、災害前の技術的対策も大切ですが、本市といたしましては、「災害は起きるもの」との前

提に立ち、今後、それに対処するため、地域住民と一体となった防災対策に取組み、安全で安心なまちづくり

を更に積極的に進めてまいりたいと存じます。 

ほそたに よしてる

おおにし ひでと

高松市総合防災訓練 中部バイパス幹線工事
（塩上町2丁目～福岡町3丁目)


